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No. 723 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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日合商各支部で新年賀詞交歓会を開催しました

2019 年3月26日（火）13：30より
 浜松町 東京會舘で開催します！

「平成30年度 第三回役員会」および「第二回合板需給懇談会」

リーガロイヤルホテル大阪にて
関西建材商社会と日本
合板商業組合関西支部
の業界 2 団体による新
年祝賀会が、今年も建
材業界で西日本最大規
模 と な る 360 名 が 参
加して盛大に開催され
ました。

　関西支部　新年合同賀詞交歓会
　2019.1.08

日合商関西支部を代表して
中締めに立つ
関西支部 石本勝範支部長

トーヨーマテリア田中社長が主催 2 団体代表挨拶
来賓として、日合商中村憲夫副理事長、金井常務理事、

（公財）日本合板検査会大阪検査所 中島所長、
（社）大阪府木材連合会 津田会長、三宅専務理事が参加

中村副理事長が来賓挨拶、津田会長が乾杯の挨拶

ホテル日航金沢にて
日合商北陸支部役員会開催
後、北陸建材商社会との 2
団体共催による合同新年会
に日合商北陸支部メンバー
を含む総勢 99 名が参加し、
盛大に開催されました。

　北陸支部　役員会および合同新年会
　2019.1.11

新年会開会挨拶に立つ
辻利陽支部長

ホテルグランドパレスにて
合板メーカー・合板流通に携わる問屋など在京の 6 団体で構成する東京都合板組合連
合会が主催する新年合同賀詞交歓会が開催され、日合商東京支部メンバーも出席。来賓
として林野庁長官牧元幸司氏、国土交通省大臣官房審議官 小林靖氏、東京都産業労働
局農林水産部長 上林山隆氏の
ご臨席をいただき、業界関係
者など総勢約 700 名が一堂に
会して盛大に行なわれました。

　東京支部　第 48 回新年合同賀詞交歓会
　2019.1.07

東京都合板組合連合会
主催者挨拶
井上篤博 会長

（日本合板工業組合連合会会長）

来賓挨拶
林野庁長官
牧元幸司 氏

来賓挨拶
国土交通省
大臣官房審議官
小林　靖 氏

来賓挨拶
東京都産業労働局
農林水産部長
上林山　隆 氏

東京都合板組合連合会
乾杯の挨拶 
足立建一郎 副会長

（日本合板商業組合理事長）

ホテルナゴヤキャッスルにて
日合商中部日本支部、中日本合板工業組合、名古屋建材商社会、
名古屋木材組合の 4 団体共催の新年祝賀会に総勢 501 名が参加
して開催されました。
まず名古屋木材組合 西垣洋一組合長が、つづいて名古屋建材商
社会の住友林業 取締役常務執行役員 福田晃久氏が主催者挨拶。
引きつづき、日合商中部日本支部 小田敏光支部長による乾杯の
挨拶で祝宴がスタートし、おおいに交流を深めました。

　中部日本支部　新年名刺交換会
　2019.1.07

日合商中部日本支部代表の
挨拶に立つ小田敏光支部長

札幌パークホテルにて
北海道各地から 74 名、日合
商本部から足立建一郎理事長
が出席して開催されました。

　北海道支部　新年賀詞交歓会
　2019.1.10

支部長挨拶に立つ
桑澤嘉英支部長

日合商足立建一郎理事長が
乾杯の挨拶

ホテルセンチュリー静岡にて
40 名が出席して新年祝賀
会・賀詞交歓会が和やか
に開催されました。

　静岡地区支部　新年祝賀会・賀詞交歓会
　2019.1.11

開会挨拶
静岡地区支部
原川誠地区支部長

乾杯挨拶
静岡地区支部
榊原俊章副支部長

中締め挨拶　
伊藤忠建材 蠕轍支店支店長
 奥澤秀樹氏
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平成 30 年度合法木材・持続可能木材の供給認定事業者研修会
及び木材関連事業者のクリーンウッド法登録推進セミナー

従来の研修会に併せて、登録実施機関等の専門家による「クリーンウッド（合法伐採木材）」
普及促進のための説明会を実施。各回新規会員、新規事業者認定申込の事業者も参加。

2019.1.31  東京支部 神奈川地区支部  クルーズクルーズ横浜にて  参加 33 名

① 合法木材等の供給認定事業者研修会
　　講師：日本合板商業組合　本部事務局
　　　　　常務理事兼事務局長　金井　誠

② クリーンウッド法の登録推進セミナー
　　講師：（公財）日本合板検査会
　　　　　専務理事兼認定業務部長　尾方  伸次　氏

2019.2.08  東北支部（青森・秋田・岩手） いわて県民情報交流センター   アイーナにて 参加 32 名

① 合法木材等の供給認定事業者研修会
　　講師：日本合板商業組合　本部事務局
　　　　　常務理事兼事務局長　金井　誠

② クリーンウッド法の登録推進セミナー
　　講師：（公財）日本合板検査会
　　　　　東北検査所　所長　内海  貴 氏

クリーンウッド法の
登録推進セミナーの
講師は尾方伸次 氏

セミナー開催に先立ち、
伊藤元二 地区支部長が
挨拶

クリーンウッド法の
登録推進セミナー
講師は内海貴 氏

東北	 - ② -0038	 ㈱クリマ	 代表取締役	 熊谷　俊晴
北関東	 - ② -0046	 栗田木材㈱	 代表取締役	 栗田　健太郎
東京・長野	 - ④ -0079	 ㈱千曲建販	 代表取締役	 工藤　九二彦
東京・静岡	 - ① -0221	 ㈱ヤマグチ建装	 代表取締役	 山口　博史
神奈川	 - ④ -0016	 ㈱カナモク	 代表取締役社長	 中村　豊
神奈川	 - ④ -0018	 ㈱今西銘木店	 代表取締役	 今西　良成
関西	 -0092	 坂本商事㈱	 代表取締役	 坂本　建樹

【グリーン購入法】に基づき事業者新認定・期限更新した7 社平成 31 年
1 月 25 日現在

合法木材・持続可能木材の供給認定事業者研修会の実施
従来の「合法木材等の供給認定事業者研修会」に併せて、「木材関連事業者のクリーンウッド法登
録推進セミナー」を実施しています。なお、認定事業者の研修修了者には受講証明書を発行します。
まだ認定事業者でなくても、今後、認定申請を検討される木材関連事業者にも広くご参加いただけ
ます。
来年度の支部単位の実施計画について、ご要請・ご要望を日合商本部事務局へお寄せください。

JK情報センターが公表

平成 30 年度第 4 四半期　需要動向予測分析
「工務店・主要メーカー・リフォーム動向」

工務店・販売店による需要予測
　国土交通省より 9 月の新設住宅着工総数が発表された。総数で前年比 98．
5％、利用関係別では貸家のみが大きく前年を割った。今年 1 ～ 9 月の累計で
みると約 69．6 万戸と前年比 96．7％にて推移。利用関係別では持家 98．1％、
貸家 95．2％、分譲 96．8％と不調ながら、分譲一戸建ては 102．5％、持家
も 7 ～ 9 月の直近 3 ヶ月では 100．1％と回復傾向にはある。地域別でみると、
首都圏以北の東日本では青森・岩手・秋田・山形の東北 4 県以外はすべて前
年を割り、一方で西日本は中部・関西エリアを中心に順調に推移し西高東低
の様相である。
　このような環境下、平成 30 年第 4 四半期（1 月～ 3 月）の需要予測がまと
まった。前年同期比で工務店段階では＋ 0．3 ポイント、販売店段階では＋ 1．
9 ポイントと共に増加傾向の見通しとなった。当アンケートとしては平成 28
年第 1 四半期以来の約 3 年振りのプラス回答である。当時を振り返ると消費
税 8％増税後の落ち込みからの回復期に当たり、駆け込み需要を意識し始め
る現状と被る部分がある。エリア別でみると中部・近畿・中国・四国・九州と、
着工数と同様に西日本エリアにて工務店・販売店共に増加傾向の回答が集まっ
た。
　過去の増税前後の動向を振り返ると山の高さよりも谷の深さの方が大きい。
少子高齢化・相続問題・空き家問題・省エネ対策と業界を取り巻く環境には
変わりはない。次回の需要予測ではこの駆け込み需要という山の高さが伺え
るのか期待して臨みたい。

主要メーカーによる販売予測
　主力メーカーの販売予測は窯業・断熱分野が大きく増加予測となり、その
他 3 分野は総じて前年並みとみている傾向。木材 4 分野は全て前回比でプラ
ス回答が増えており、工
務店・販売店予測のプラ
ス回答とのギャップに今
後も注目したい。

リフォームの現状
　リフォーム・リノベーションの動向は全国的に見ても増加傾向が強まった。
エリア別では北陸以外の全エリアにて増加回答が集まった。若干ながら低価
格帯の予算案件が増えており、ここにも駆け込み需要の兆しが表れているの
かもしれない。

増加予測 前年並予測 減少予測
合板 21.8％ 59.0％ 19.2％
木質建材 35.1％ 29.8％ 35.1％
窯業・断熱 34.8％ 51.8％ 13.4％
住設機器 26.4％ 47.2％ 26.4％



 2019 年　2 月 1日 合 商 時 報

-6.2 -5.1 -6.3 -5.6 -6 -9.1 -5.5 -3.7 1.9

-40
-30
-20
-10
0
10
20
30
40

Ｈ29/1-3 Ｈ29/7-9 Ｈ30/1-3 Ｈ30/7-9 Ｈ31/1-3

2.9 
18.8 

58.4 

17.8 

2.0 2.4 

15.6 

58.2 

20.2 

3.8 

0

10
20

30
40

50
60

増加 微増 前年並 微減 減少

13 

59 

28 
12 

60 
28 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

16 

52 
33 

7 

52 
41 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

17 

62 

22 17 

60 

23 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

23 
57 

21 12 

56 
31 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

20 

58 

22 17 

45 
38 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

31 
56 

13 19 

58 

23 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

31 
55 

15 23 

61 

16 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

38 
52 

10 
36 

51 

13 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

30 

67 

3 
23 

60 

17 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

21 

66 

13 
22 

62 

17 

0
20
40
60
80
100

増加 前年並 減少

北 海 道 関東東 北 甲信越

全 国

北陸 近畿中 部 中 国

四 国 九 州

33

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目
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前週比
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前週比

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格 （円）

◇概　　要
　2018 年 12 月の新設住宅着工戸数は
78,364 戸（前年同月比 2.1％増）で先月
の減少から再びの増加となった。その内、
木造住宅は 46,815 戸（同比 3.0％増）で
先月の減少から再びの増加となった。季
節調整済年率換算値は 96.1 万戸で前月
比 0.6％増、3 カ月連続の増加と
なる。
　利用関係別では持家が 24,415
戸（前年同月比 4.8％増）で 3 カ
月連続の増加、貸家は 30,788 戸

（同比 7.9％減）で 4 カ月の連続
の減少、分譲は 22,756 戸（同比
16.5％増）で 5 カ月連続の増加と
なった。分譲の内訳はマンショ
ン が 9,546 戸（ 同 比 28.6 ％ 増 ）
で 5 カ月連続の増加、戸建ては
13,006 戸（同比 8.5％増）と先月
の減少から再びの増加となった。
貸家は減少したが、持家及び分譲
住宅が増加したため、全体で前年
同月比 2.1％の増加となった。
◇国内・外合板の供給量
　12 月の国内合板生産量は 26.5 万㎥（前
月比 97.1％、前年同月比 97.6％）と発
表された。その内、針葉樹合板の生産量
は 25.3 万㎥（同比 97.0％、97.5％）と
なり、出荷量は 25.8 万㎥（同比 91.2％、
100.4％）で在庫量は 15.6 万㎥と 3 カ月
連続で減少し、出荷量も 3 カ月連続で前
年を上回った数字となった。

　輸入合板の 12 月度入荷量は 22.8 万㎥
（前月比 84.0％、前年同月比 98.1％）と

なった。国別入荷量はマレーシアが 7.1
万㎥、インドネシアが 8.2 万㎥、中国が
5.5 万㎥となっており、累計では前年累
計比 100.7％でほとんど変わらない状況
である。

◇今後の見通し
　国産針葉樹合板は 12 月に引き
続いて 1 月度も納期遅れが発生す
る状況となった。月末にかけて幾
分和らいだ感もあるが、解消まで
はもう少し時間が掛る見込みだ。
今までかなりの量が流れていたプ
レカット業者向けも 2 ～ 3 月は
落ち着くと見込まれているが、今
年前半は昨年以上の着工数が各機
関で予想されており、間違いなく
針葉樹合板も不足する場面が訪れ
ると思われる。流通サイドでは通
常より多めの在庫を持つなどの対
応策を早め早めに講じていくこと
が必要と考える。
　輸入合板の産地状況は、地域

によって若干違いはあるが、原木供給は
順調であり遅れていた契約残も消化さ
れた。マレーシアでは最低賃金引上げと
伐採税上昇により価格は強気が継続さ
れている。国内では港倉庫で人手不足に
より入荷作業能力が低下しており、また
倉庫スペース不足もあり入港量減少が
予想される。
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研修会の講師は
住宅生産課
住宅瑕疵担保対策室長
神谷将大氏

研修会の講師は
㈱新建新聞社
代表取締役社長
三浦祐成 氏

景気動向の推移
過去 2 年間の仕事量の見通しをポイントで表したグラフ。

調査の時期と方法
この調査は平成 30 年 10 月下旬から 11 月中旬までを調査時
点として、お取引先 3000 社に面接調査を行い回収したもの
を一括集計したものです。

優れた透湿抵抗

シンプルな防火構造

寸法安定性

火に強い

優れた施工性

小屋裏等は、面材の省略に対応

不燃認定材料

面材のあばれ、反りが生じにくい　

透湿抵抗は非常に低く、壁内部の結露防止に有効

加工が容易

厚さ ９.５㎜

各地の支部でセミナーを開催しました
2019.2.04  関西支部　研修会

「平成 31 年度 国の住宅政策について」
参加 262 名

2019.2.12  中部日本支部　冬の研修会
「これからの住宅・木材、建材業界はどうなる？　

　　～ 2020 年以降の市場と業界を考える～」
参加 103 名

国土交通省 住宅局 住宅生産課 住宅瑕疵担保対策室長
神谷将大氏を講師に迎え、大阪市内の TKP 心斎橋駅前
カンファレンスセンターで開催。講演後には質疑応答
も活発に行われました。

㈱新建新聞社 代表取締役社長 三浦祐成氏を講師に
迎え、名古屋国際会議場において開催されました。
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日合商各支部で
新年賀詞交歓会を
開催しました

ANA クラウンプラザホテル福岡にて
九州全域から 204 名
が一堂に会して開催
されました。

　九州支部　新年交礼会
　2019.1.16

支部長挨拶に立つ越智通広支部長
今年 5 月に九州支部主管による第
42 回日本合板商業組合通常総会の
実施についての案内もありました

メルパルク広島にて
厳しい経営環境の中で
も明るい展望の新年を
と、山陽地区・山陰地
区から総勢 97 名が参加
して開催されました。

　中国支部　新年互礼会
　2019.1.18

小林恭光支部長が
祝賀挨拶
来年 5 月に中国支
部主管による第 43
回日本合板商業組
合通常総会（会場：
岡山）の準備につ
いての案内があり
ました

クルーズクルーズ横浜にて
伊藤元二地区支部長の祝賀挨拶、日合商本
部より足立建一郎理事長が来賓挨拶。61
名が参加して新年会が開催されました。

　神奈川地区支部　新年会
　2019.1.31

挨拶に立つ
伊藤元二地区支部長

ホテルメトロポリタン仙台にて
平成 30 年度東北支部役員会において「平成 30 年度事業報告・収支報告」「平
成 31 年度事業計画案」などが報告され、全会一致で承認されました。休憩
後に開かれた新年会には東北各地から 83 名が参集し、盛大に行われました。

　東北支部　新年会
　2019.1.15

挨拶に立つ小野塚昇一支部長

ホテルグリーンタワー幕張にて
平成 30 年度東関東支
部役員会につづいて、
30 名が参加して新年
賀 詞 交 歓 会 が 開 催 さ
れました。

　東関東支部　新年賀詞交歓会
　2019.1.16

遠藤又四郎支部長が
祝賀挨拶

伊予鉄会館にて
村上髙志支部長による開会挨
拶につづいて行われた第一部 
講演会は、愛媛県農林水産部森
林局林業政策課 木材流通戦略
係専門員 係長 信高浩二氏によ
る『県産材の利用拡大の取り組
みについて』と、愛媛県森林
組合連合会 木材加工センター 
高田浩徳氏による『木材利用
の事例紹介について』の 2 テー
マを聴講。新年を祝う懇親会は
井関和彦副支部長の開会挨拶
にはじまり、52 名の参加者が
交流を深めました。

　四国支部　新年会
　2019.1.22

開会挨拶に立つ
村上髙志支部長

乾杯の挨拶に立つ
LIXIL 中四国支社長
綱島文明氏

住友林業中国支店長
中川真巳氏による
中締め

パレスホテル大宮にて
新年会に先立ち平成 30 年度役員会を開き、

「会計経過報告・入退会報告」を確認。つ
づいて 69 名が出席のもと、新年を祝う賀
詞交換会が開催されました。

　北関東支部　賀詞交換会
　2019.1.21

日合商足立建一郎理事長が
来賓として挨拶

日合商本部より足立建一郎理事長が
来賓として挨拶

来賓として日合商本部より
足立建一郎理事長が挨拶

日合商本部より足立建一郎
理事長が来賓挨拶

支部長挨拶に立つ
林紀尚支部長


